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　 　 　 　 　 　 鞭黛難蕪,.,
　「アジアの時代」 と言われる21世紀に入 り、 しば らく時間が経過いた しま し
た。 日本を含め欧米先進国の経済が低迷する中、世界の多 くの企業が経済成長
の著 しいアジア地域に 目を向け、生産の場 を超 えて、市場 としての意義 を見出
し始 めました。アジア地域の各々のニーズ を踏 まえた商品の速やかな提供な し
に、市場競争 に打 ち勝つ ことは出来な くなっています。 このように変貌するア
ジア地域でのビジネス展 開の成否が企業 の発展 に大 きく影響 してお ります。
　拡大す るアジア市場 を求めて繰 り広げ られ る激烈な競争 の中で、優位性 を収
めるには、 この ビジネスを牽引す る有能 なリー ダーの存在 が不可欠で あ りま
す。 しか しなが ら、 日本 の企業 を見ます と、素晴 らしい技術力を誇 りなが ら、
なか なか ビジネス と して上手 くいっていないケース も散見 します。 この原 因
は、 ビジネス リーダーの不在に他な りません。
　 リーダー とは 「経営構想力 を持って果敢 に行動で きる人」であ ります。それ
は第1に 、アジア地域における、研究開発 ・生産 ・販売拠点等の戦略的配置を
通 じた 「新たな価値創造 のス トー リー」 を創 り、それを企業 の内外 に明快 に語
れることです。第2に 、新 たな価値創造 を実現するには、異 なる知の融合が必
要 にな ります。そのためには、 国籍、性別、文化、価値観等 の 「多様性」 を組
織 に意識的に入れ込んで、英知を結集 させ られ ることです。第3に 、個別の企
業の利益 を超 えて、進出先 国の繁栄、さらには 「アジア地域 の繁栄」 を考 えて
行動で きることです。 アジア地域での生活者が よ り豊かな暮 らしを送れるよう
な社会 を創 り上 げる とい う高い志が必要であ ります。 この ような志がなけれ
ば、企業その ものも発展 しないで しょう。正 に、アジアをよ り良い方向へ変革
する強い ビジネスリーダーが待望 されてお ります。
　 以上の ような問題意識 を持 って、2006年4月に亜細亜大学に大学院アジア ・
国際経営戦略研究科 を立ち上げ、 ビジネス リーダーの育成 に取 り組み始めま し
た。 さらに、翌年の8月 、 この育成 をより効果的にす るため に、 同研究科 を母
体 として、産学公連携 によるAIBS学会 を設立いた しました。2008年10月には
「アジアの教育 ・研 究のプラッ トフ ォーム」 を 目指す学会 として、上海に支部
を開設 して、 ビジネス リー ダーの教育の場 として、セ ミナーで熱 い論議 を繰 り
広げてお ります。
　2010年2月には韓国に支部 を開設 し、 ソウル建 国大学校でIAGBT(国際 ビ
ジネス ・貿易学会)の ご協力の下に、 日韓 ビジネス連携等 を論議 して まい りま
した。韓国支部長の中部大学校教授 の全氏 には大変お世話 にな りま した。 グ
ローバ ル展 開で一 日の長があるサムス ン等 の韓国企業か ら学ぶ点 も多かった と
思 われます。
　 最後 にな りま したが、いつ もなが ら副会長の飯高氏 および上海支部長の李氏
には、上海支部のセ ミナーの企画、 さらには学会の運営 につ きましてお力添 え
をいただ き感謝 してお ります。今後、育成の場 として、他のアジア地域の支部
も考 えてお りますので、会員の皆様の ご協力 の程、 どうぞよろ しくお願い申 し
上げます。
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